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近代フランスの蔵書票についての一考察

はじめに

　蔵書票は、書籍のかつての持ち主を伝える貴重な資料であるとともに、しばしば美術的関心の対象ともなってき
た。特に19世紀後半のフランスでは、愛書趣味が流行していたブルジョワ層の間で、蔵書票の制作が盛んに行わ
れた。蔵書票の体系的な収集と、研究への意識が生まれたのもこの頃である1。ヴィクトル・ユゴーなど著名な文人
たちの蔵書票を手がけた蔵書票作家であり、版画研究者でもあったアグラウス・ブヴァンヌ（1829－1903）は、3,600

点余りの蔵書票を有する収集家としても知られる人物であった。そうしたコレクションを基に、書誌学者モーリス・
トゥルノー（1849－1917）が1872年に発表した評論が、当時の蔵書票収集についてフランスで最初に論じられたもの
とされる2。以降蔵書票についての評論が次 と々発表され3、その存在はますます注目されるようになった。
　19世紀末には、蔵書票のデザインをいかに考えるべきかについても論じられるようになる。特に当時の代表的な
愛書家、アンリ・ベラルディ（1849－1931）とオクターヴ・ユザンヌ（1852－1931）は、相反する意見を表明した。ベラルディ
は、蔵書票は本の美しさを侵害するものにもなりうるとして、サイズもデザインも控えめにし、装丁家に任せるのが
好ましいとした。ユザンヌはそれに対し、蔵書票は愛書家の人格を象徴するものであり、それを表現しうる芸術家
に依頼するべきと主張したのである。ここでは蔵書票をあくまで署名という機能に留めるか、それとも芸術的な価
値を重視するかについて、愛書家の間でどのような議論がなされたのかを確認したい。
　次に、当財団アートライブラリーのコレクションより、当時の著名な芸術家が制作に携わった作例を紹介する。
依頼主の多くはパトロン、友人、家族といった、作り手とつながりの深い人物で、その作品はプライヴェートな意味
合いを持つものが多い。本論では、蔵書票が19世紀末において注目され、その地位を確立するにつれ、どのよう
に制作され、消費されるようになったのかをみていく。

蔵書票の「芸術性」をめぐって

　本に持ち主の帰属を記すのは、中世ヨーロッパにおいて、時祷書の冒頭に所有者
の肖像画または所有者を識別できるサインを挿入した習慣に端を発する4。15世紀
半ばにヨハネス・グーテンベルクによって活版印刷技術が考案されると、書籍の複製
が格段に容易となり、その流通も拡大した。15世紀後半になると、一定の規模の蔵
書を有する身分の高い人物は、芸術家に自身を表す絵や木版画の制作を依頼する
ようになった。その多くは、所有者の名と紋章を組み合わせたものであったが、その
なかで、アルブレヒト・デューラーが友人の人文主義者、ヴィリバルド・ピルクハイマー
のために制作した蔵書票は異彩を放っている（図1）。ピルクハイマーの姿をエングレ
ーヴィングで克明に描いた本作は、もはや肖像版画と呼んでよいものであり、優れた
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図1 ヴィリバルド・ピルクハイマ
ーの蔵書票　1524年　エ
ングレーヴィング　16.4×
10.2cm　大英博物館
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芸術家による蔵書票の、最良のものの一つといえよう。しかし蔵書票は永らく依
頼主の家柄や由緒を示すものが主流であり、作り手がその独創性や技量を発
揮するのは近代以降になってからである。19世紀初頭、フランスでナポレオンに
よる第一次帝政が始まると、新たな紋章制度の導入や支配層の変化により、蔵
書票の需要層が増え、より多様なモチーフが取り入れられるようになった。
　そして第二帝政期に入ると、富裕な市民階級（ブルジョワジー）のめざましい台
頭により、蔵書票の数とその多様さは一気に加速する。都市部のブルジョワジ
ーには愛書趣味が流行し、彼らは自らの貴重なコレクションのために、多くの蔵
書票を依頼した。装丁や挿絵にこだわり、自らの理想の本を追求した愛書家の
人々は、無論蔵書票にも並 な々らぬ情熱を注いだのである。
　アンリ・ベラルディは、当時活動していたフランスの版画家の略歴とその作品を
収録した辞典『19世紀の版画家』全12巻を、7年かけて刊行した。本書にも版
画作品の1ジャンルとして、蔵書票の作例が掲載されている。腐食銅版画家、ジュール・シュヴリエの項で、本とパ
レットとともに、シュヴリエの好むモチーフであるネズミが描かれた彼の蔵書票（図2）を紹介する際、ベラルディはこ
う嘆く。

またネズミが！絵としては、このほうが映えるのだろう。しかし、愛書家としてはまったく常識外れだ。我々が大
金を投じたのは、ネズミに食べさせるためなのか？ 5

そして本文の注記で、より明確に蔵書票への見解を明らかにする。
　

　今日、真の愛書家は、蔵書を蔵書票によって汚すのを極力避けるということに注目すべきだ。彼らは蔵書
票を出来るだけ小さなものにしている。一般的に、名前を囲む枠上の飾罫線というシンプルなものだ。それ
らは製本家に依頼し、制作される。言い添えると、非愛書家たち（Les non-

bibliophiles）は紋章や暗号、エンブレム、格言、判じ絵、戦いのモチーフ、檄
文がちりばめられた巨大な蔵書票を用いており、それらは書籍の管理にあ
らゆる負担をかける。貴重な書物に、そのようなものを置かないよう注意す
べきだ。
　蔵書票を、持ち主である愛書家の力量を測る秤と考えてみよう。そしてバ
ルザック流の格言が導き出されるのだ。愛書家の真価は、蔵書票の大きさ
と反比例する6。

　ベラルディは蔵書票を目立たぬデザインとすることを主張しており、自身の蔵
書票でそれを実践している（図3）。加えてその制作を、版画家の領分ではないと
していることも興味深い。ベラルディと彼を支持する愛書家に
とっては、蔵書票は蔵書の付属品として、その美の調和を乱
さない存在であることが重要であった。これはフランスに限っ
た傾向ではなく、同時代のイギリスにおいてはウィリアム・モリ
スの蔵書票に、同様の嗜好を見ることができる（図4）。
　しかし、蔵書票の装飾性を極端に嫌う愛書家たちをよそ

図2 ジュール・シュヴリエの蔵書票 
1875年　エッチング　10.6×8.2cm 
ジュネーヴ美術・歴史博物館

図4 ウィリアム・モリスの蔵書票　制作年不詳

図3 アンリ・ベラルディの蔵書票　制
作年不詳
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に、ますます蔵書票のデザインへの関心は高まっていった。パリ国立図書館の版画部門に勤めていたアンリ・ブシ
ョは、アーカイブの蔵書票を体系化し、年代ごとにまとめた研究書を1890年に刊行した。本書には、当時の蔵書
票に対する興味深い意見が随所にみられる。例えばブショは、持ち主の肖像写真を用いた蔵書票を近年写真家
が制作するようになったことにふれ、芸術家の手を経ないで作られた蔵書票は、素晴らしい蔵書の名誉を汚すこと
になると述べている7。そして蔵書票を制作するにあたり、過去の紋章のデザインやゴシック、ルネサンス様式のモ
チーフを模倣するのではなく、現代の美意識にあったものを選ぶべきであり、過去の遺物ではなくむしろエッフェル
塔などに目を向けることをすすめている8。　
　さらにブショは、蔵書票のデザインは必要なものを表現しつつシンプルなものでなくてはならず、ポスターのよう
な奇抜なグラフィックを避けねばならないと主張している9。それらを実現するのに最もふさわしい制作方法として、
創意ある芸術家が自分の好きなように扱い、他人の助けなしに使い、好きなように書くことができるエッチング（腐
食銅版画）が挙げられている10。本書には、蔵書票は当時の版画家が新たな表現を模索するべき媒体であるという
ブショの見解が明らかである。
　歴史的観点から現代の蔵書票のあり方を示したブショに対し、オクターヴ・ユザンヌは愛書家の立場から蔵書票
の芸術性を擁護した。ユザンヌは自身の雑誌『現代の書物』において先のベラルディの主張を引用し、それに与しな
いことを表明したのち、優れた蔵書票の例を挙げ、以下のように述べている。

　これらの愛書家、研究者、作家は私と同じく、そしてベラルディ氏の意見と反して、個人の印で愛書家として
の人格を表現するため、蔵書票は芸術家に委ねるべきで、小さなアイロンをもった装丁家にではないと考えて
いる。私のイギリス人やアメリカ人の同僚も、純粋に繊細で、根っからの本好きで、愛書家の価値を蔵書票の
大きさで判断することはない11。

ユザンヌはこの問題について、英国の美術雑誌『ザ・ストゥディオ』へ寄稿した論考で再び取り上げ、さらに詳しく持
論を展開している。
　　

　多くの愛書家は、無害な装飾すらまったく認めず、本の「所有印」は絶対的な単純さであるべきであり、昔
ながらのやり方で、装丁家によって革に刻印された所有者の名前だけで構成されるべきだと主張している。 言
うまでもなく、これらの気難しい愛書家たちは芸術家であるどころか、豪華さと古さを極めた装丁と、最も選り
すぐりの著名な書物を手に入れようとする金持ちの俗物であり、芸術的表現における新しいものすべてを嫌っ
ているのだ。（中略）私はかつて、この種の人々に「書

ビブ リ オ ス コ ー プ

物鑑賞者」という名称をつけた。つまり、本の表面を見、
物質的な部分にのみ心を砕き、そこに含まれる道徳的、美的、美学的性質
にはまったく関心を持たない人々のことだ。
　真の本好きとは、本を汚すことを恐れ、本に障ることをためらう、干から
びた愛書家ではない。彼らは文学者であり、芸術の学徒であり、斬新な様
式や新しい装飾の愛好家なのだ。 そうした人々にとって、蔵書票は、彼ら
の本当の性質を明らかにし、好みを表現するための最も確実な方法の一つ
を、この小さな正方形の紙ですべて提供してくれるだろう12。

ユザンヌは、書籍の現状維持を至上とする自称「愛書家」の態度を一蹴する。蔵
書の価値を知り、活用し、そこに自らの美意識や真価を示す印を刻むことを恐れ
ない人物こそが、愛書家である。そして真の愛書家にふさわしいのは、現代生活

図5 オクターヴ・ユザンヌの蔵書票
（オクターヴ・ユザンヌ「今日の
蔵書票」［『現代の書物』1891年
第4巻］に掲載）
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を描くことができる「芸術家」であり、その関わりから生まれるのが、蔵書票であるとしている。ユザンヌ自身の蔵書
票は、冒頭でふれた蔵書票作家、アグラウス・ブヴァンヌがデザインしたもので、ユザンヌの日本趣味が強く反映さ
れたものであった（図5）。
　当時の蔵書票をめぐる議論は、そのデザインをいかに考えるかにとどまらず、愛書家とは何かという問題をもはら
んだものだった。ベラルディは自著において、本が愛書家を喜ばせるのは「その言葉（sa parole）」、記述された内容で
はなく、希少さ、特異さ、そのものの美しさゆえであるとした13。美しい工芸品として本を愛でるとき、蔵書票は余計
な付属物としてその調和を乱さぬものでなければならない。しかしユザンヌにとって、愛書家は書籍から絶えず何
かを吸収する存在であった。そして自身の象徴たる蔵書票は、自らと同じ創造性をもつ芸術家にゆだねるべきもの
なのだ。ともに書籍の収集だけでなく、その理想とする本を生み出すことにも情熱を傾けた二人だが、蔵書に対す
る考え方に大きな違いがあり、それが蔵書票に対する考えに反映されている。
　ユザンヌ、そして先のブショのように、依頼主と芸術家の共同作業において生まれ、今日まで受け継がれた蔵
書票には、版画作品としての魅力だけではなく、両者の関係性を読み解く楽しみがある。次に、そうした例をみて
いく。

芸術家が手がけた蔵書票

　当財団アートライブラリーが所蔵する、著名な芸術家が手がけた最も古い蔵書票は、ゴンクール兄弟の蔵書票
である（図6）。エドモンとジュールの頭文字を記した紙を指し示す手のデザインは、挿絵画家・風刺画家として活躍
したポール・ガヴァルニ（1804－1866）によるもので、弟のジュールが彫版を行った。ゴンクール兄弟は20歳ほど上の
ガヴァルニと、彼の死まで深い親交を結び、死後にその評伝を著した14。「ガヴァルニのみが、19世紀の人々の生
活と衣服の画家である」と語った兄弟の画家への敬愛に応える、簡潔でいながら独創的な本作は、ブショやユザン
ヌも高く評価している。
　ブショが「最も蔵書票に向いている」技法とした、エッチングの名手として名高いフェリックス・ブラックモンは、エ
ドゥアール・マネら多くの蔵書票を手がけている。当ライブラリーが所蔵するのは、ブラックモンが先述のアグラウ
ス・ブヴァンヌのために制作したもので（図7）、右上にブヴァンヌ（Bouvenne）のアナグラムがみえる。「彼は集めた。誰
が完成するのか？」というラテン語の文言とともに、アナグラムが書かれた紙が空中に舞い、水中に本が沈むさまが
表現されている。謎めいた構図に目が行く本作だが、繊細な遠景表現、水辺の植物の簡潔で生き生きした線に、
ブラックモンの優れた技量が発揮されている。
　先にみた蔵書票をめぐる議論では、当時のエッチング・リヴァイヴァルを受け、エッチングによる作品が主に対象
となっていた。しかし19世紀末から20世紀初めにかけ、芸術家たちは他の版画技法にも目を向けるようになる。リ
トグラフによる版画やポスターで優れた作品を残したアンリ・ド・トゥールーズ＝ロートレックは、新たな印刷技法で二
つの蔵書票を制作した。一つは作家、ジュール・ルナールのものである（図8）。ルナールとロートレックは1894年に出
会い、親交を深めた。蔵書票に描かれた動物のシルエットは、「キツネ（Renard）」を意味するファミリーネームを持
つ作者の自画像である。自画像としてのキツネは、ロートレックが挿絵を描いたルナールの『博物誌』（1899年、アン

リ・フルーリー）にも登場する（図9）。蔵書票のアイディアと表紙デザイン、いずれが先なのかは不明だが、『博物誌』に
採用されなかった表紙案にあるキツネ（図10）はふっくらした実際の姿に近いのに対し、二つはいずれも鼻と腰が細
くデフォルメされた形態となっており、蔵書票のデザインは、『博物誌』表紙の構想を練る過程から生まれた可能性
が高いと考える。ロートレックによるもう一つの蔵書票は、友人の写真家、モーリス・ギベールのものである（図11）。
メイヤー＝ノワレルは、日本風の装束を着たギベールを、そのイニシャルとともに日本刀の鍔に見立てて描いたとし
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図6 ゴンクール兄弟の蔵書票　制作年
不詳　エッチング　7.1×5.7cm　ア
ートライブラリー　

▲  

p. 5

図7 アグラウス・ブヴァンヌの蔵書票　制
作年不詳　エッチング　6.7×5.3cm
　アートライブラリー

図8 ジュール・ルナールの蔵書票　制作
年不詳　リトグラフもしくはジンコグ
ラフ　1.7×1.6cm　アートライブラ
リー　

▲  

p. 5

図9 ジュール・ルナール『博物誌』表紙　
1897年　リトグラフ　26.2×20.0cm

図10 ジュール・ルナール《『博物誌』表紙の
ためのデザイン案》　1897年　リトグ
ラフ　パリ国立図書館

図11 モーリス・ギベールの蔵書票　1893
-94年　ジンコグラフ　1.2×1.2cm
アートライブラリー

図12 モーリス・ギベール《日本の装束を着
て座るアンリ・ド・トゥールーズ・ロート
レック》　1892年頃　写真
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ているが15、その姿はむしろギベールが撮影したロー
トレックの和装姿に、表情も装いも酷似しており（図
12）、作者を投影したイメージが描かれた、極めてま
れな例といえる。またこの蔵書票は、『博物誌』挿絵
を手掛けたシュテルン社の印刷によるもので16、刷り
へのこだわりもみてとれる。
　フランスで画家・木版画家として活躍したフェリッ
クス・ヴァロットンは、パトロンのために5つの蔵書票
を手がけた17。当財団では、スイスの美術史家、ハ
ンス・ローベルト・ハーンローザーの蔵書票を所蔵し
ている（図13）。ハンスの父アルトゥルと母ヘディは、
同時代の芸術家の作品を収集しており、特にヴァロ
ットンとは邸宅に招いて肖像画を制作させるなど、親
しい交流があった。夫妻はスイスでのヴァロットンの
プロモーションに大きく貢献し、ヘディはヴァロット
ンの死後、その評伝を執筆している。彼らの息子、
ハンスのために依頼された蔵書票は、ハンスがエジ
プト旅行から帰国した頃に制作されたもので、モチ
ーフがエジプトの遺跡からとられている18。ヴァロット
ンのいつもの作風とは異なる、依頼主のプライヴェ
ートな体験をもとにした画面構成に、ハーンローザー家との深いつながりが感じられる作品である。
　珍しい作例として、フランスのアール・ヌーヴォー、アール・デコを代表する工芸デザイナー、ルネ・ラリックのものが
ある。アメリカの美術および稀覯本コレクターであったエミリー・バズビー・グリグズビー（1876－1964）は、ルネ・ラリッ
クの工芸品を収集する傍ら、彼のデザインした蔵書票（図14）を1,400冊近い蔵書に使用していた19。多方面のデザ
インで活躍したラリックだが、書籍に関するものはごくわずかしか知られておらず 20、蔵書票のデザインは本作のみ
である。横長の画面に大きく百合の花をあしらった大判の蔵書票は、本に貼ってもよく目立ち、依頼主の所有欲を
大いに満たしたことだろう。

図14 エミリー・グリグズビーの蔵書票　制作年不詳　写真製版　5.8
×11.7cm　アートライブラリー

図15 オロヴィダ・ピサロの蔵書票　制作年不詳　木版　9.9×6.9cm 
アートライブラリー

図13 ハンス・ローベルト・ハーンローザーの蔵書票　1923年　木版
10.4×7.8cm　アートライブラリー　

▲  

p. 5

図16 『暁の女王と精霊の王の物語』挿絵
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　最後に、リュシアン・ピサロによる蔵書票を紹介する。版画家として活躍するだけでなく、自らも出版所、エラニ
ー・プレスをつくって書籍制作に取り組んだピサロは、家族、友人、顧客と様 な々人々のために木版による蔵書票を
制作している。娘オロヴィダの蔵書票（図15）のデザインは、自らが手がけた挿絵本『暁の女王と精霊の王の物語』

（エラニー・プレス、1909）に使われた挿絵の一部からとられている（図16）。パトロンであったカンザスの印刷業者、ジョ
セフ・アンドレイニ（1850－1952）のために制作した蔵書票（図17）は、素朴な味わいがいかにもリュシアンらしいが、同
じく顧客であったアメリカ人の実業家、アルフレッド・ファウラーの蔵書票（図18）は、細かな描写と退廃的な雰囲気
がやや異色な印象を与える。版画・書籍のコレクターであったファウラーは蔵書票収集にも熱心で、自身で蔵書票
の専門雑誌『エクス・リブラン』をつくるほどであった。ファウラーは自身の蔵書票も、収集するプライヴェート・プレス
ごとにデザインを変えるなどこだわりを持っており、リュシアンにもエラニー・プレスに添付するための蔵書票を別に
デザインさせている。本作は特定の書籍、もしくはコレクション用いずれかのためにリュシアンに注文されたものと
考えられる。

まとめ

　蔵書票の受容は、書物の歴史と深く関わっている。貴重な書籍を特権階級だけが収集できた時代、蔵書票を
持つ人々は限られており、人目に触れる機会もわずかだった。19世紀末のフランスでは、中産階級における愛書
趣味の流行に伴い、多くの蔵書票がつくられるようになった。また蔵書票の収集と研究が進み、様々な作例が一
般に紹介されたことで、一層関心を集めるようになる。ベラルディとユザンヌの間で、蔵書票は貼りつける書籍と調
和すべきか、あるいは芸術的な価値を追求すべきかという議論がなされた背景には、蔵書票が愛書家にとって、そ
の美意識を他者に示す存在として認識されていたことを示しているといえよう。
　そして彼ら愛書家たちが活躍したベル・エポックは、多くの著名な芸術家が蔵書票を手がけた時代でもあった。
当財団所蔵のものだけでも、作者には近代フランス美術史を彩る名前が並ぶ。依頼主との友情の証として、ある
いは特別な顧客のための特注品として作られたそれらの作品は、持ち主の個性と作り手の創意が融合した、特殊
な美術作品でもある。書物史と美術史が交差するところにある蔵書票は、両分野の視点から、その意義を探るこ
とが重要となるだろう。

図17 ジョセフ・アンドレイニの蔵書票　制作年不詳　木版　6.7×
10.0cm　アートライブラリー　

▲  

p. 5
図18 アルフレッド・ファウラーの蔵書票　制作年不詳　木版　14.0×

9.0cm 　アートライブラリー
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